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文献 学年 時数 主な教材 効果の検証の主な視点



















宮本・河野（2018） 6 5 Scratch ・情報科学の観点からの順次・分岐・反復処理





山本・堀田（2020a） 6 8 Scratch ・プログラミングに関する意識
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こと（金塚ら，2009），プログラミング教育への動
機づけの向上やプログラミング教育の目標理解の深
化を促すこと（山本ら，2020c）が明らかになった
点が挙げられる。
　一方，課題として，どのように教員研修を行えば
よいかの知見が蓄積されていない点が挙げられる。
山本ら（2019）において，研修を行った効果が示さ
れているものの，この研究の主な目的は研修の効果
の検証ではない。前述の「調査研究（教員）」にお
いて，教員のプログラミング教育に関する課題や研
修のニーズが明らかになっている一方で，その成果
に基づいた研修の構想及び効果の検証が十分に行わ
れているとはいえない。また，教員養成段階である
大学生に対する教育についての知見も十分に蓄積さ
れているとはいえない。これらのことから，今後は
プログラミング教育の推進に向けて教員養成及び教
師教育をどのように取り組めばよいか検討すること
は重要な研究課題となると考えられる。
Ⅳ．総合考察
　本研究は，国内のプログラミング教育に関する研
究を収集・整理し，研究の動向や課題を明らかにす
ることを目的とした。先行研究の収集においては，
とりわけ小学校の総合的な学習の時間におけるプロ
グラミング教育に関する研究に焦点化した。国内の
プログラミング教育に関する研究を収集・整理した
結果，「実践研究」，「調査研究（教員）」，「教員養成・
教師教育研究」，「実践・研究動向研究」，「システム
開発研究」，「意義研究」の６観点に分類できた。そ
して，これらの観点の中でも，「実践研究」，「調査
研究（教員）」，「教員養成・教師教育研究」を取り
上げ，研究の成果や課題を明らかにしてきた。
　まず，「実践研究」について，検討した結果を整
理する。本観点における研究の成果として，児童に
取り組ませる学習課題の有用な設定の仕方や学習形
態が明らかになってきているという点等が挙げられ
た。一方，研究の課題として，プログラミング教育
の学習効果について，十分に検証されているとはい
えないことや，プログラミング教育が小学校教育に
おいて体系的に位置づけられていないこと等が挙げ
られた。
　次に，「調査研究（教員）」について，検討した結
果を整理する。本観点における研究の成果として，
小学校教員のプログラミング教育に対する課題意識
や研修ニーズ，プログラミング教育に関わる促進要
因と阻害要因，プログラミング教育の促進に関する
具体的方策の様相が明らかになっているという点等
が挙げられた。一方，研究の課題として，これらの
結果は，全国の小学校にプログラミング教育が導入
されることとなった2020年度以前のものであるた
め，全国の小学校へのプログラミング教育の導入後
の実態調査等についての研究が必要となってくると
いう点等が挙げられた。
　最後に，「教員養成・教師教育研究」について，
検討した結果を整理する。本観点における研究の成
果として，教員養成段階においてどのような指導を
行うことが大学生のプログラミング教育への動機づ
けを向上させるか，プログラミング教育への実践に
有用であるか等について明らかになってきている点
等が挙げられた。一方，研究の課題として，どのよ
うに教員研究を行えばよいかといった知見が蓄積さ
れていない点等が挙げられた。
　また，国内のプログラミング教育に関する研究を
収集・整理した結果から新たに課題を見いだすなら
ば，プログラミングに関する知識・技能やプログラ
ミング的思考といった児童・生徒の実態について調
査を行っている研究，いわゆる「調査研究（児童・
生徒）」に分類される研究がみられなかったことが
挙げられる。本研究の収集範囲が限定的であったこ
とが最大の要因であることは間違いないが，前述し
た手続きにより収集された論文86件の中で，１件
もみられなかった。このことは，プログラミングに
関わる児童・生徒の実態についての知見が十分に蓄
積されていないことを示唆しているといえる。プロ
グラミングに関わる児童・生徒の実態やその発達を
把握することは，いつ，どのように教育を行うかと
いった，カリキュラムや学習指導の内容及び方法を
決定するために重要な役割を果たす。前述した「小
学校段階におけるプログラミング教育の在り方につ
いて（議論の取りまとめ）」1）においても，「発達の
段階に即して」プログラミングに関する資質・能力
を育成するよう示されている。このことから，今後
のプログラミング教育の発展のためには，「調査研
究（児童・生徒）」に分類される研究が蓄積される
ことも必須であると考えらえる。
　最後に，プログラミング教育に関する実践，調査，
研究は全国の小学校にプログラミング教育が導入さ
れた2020年度を境に，今後急激に増大することが
想定される。これらのデータ，知見が蓄積される時
期に，改めてプログラミング教育に関する研究の動
向を整理することが期待される。
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